
言語理解部、対話シナリオ部、アクション部を個別に記述

3つのファイルを自動で合成し、対話プログラムを出力
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午前 10 時から
来客の予定です。

音声対話開発ツール『 Dialog-Maker：DM-2 』は、より自由度の高いやりとりの音声対話を実現できる開発環境をご提供します。

GUI による可視的な操作により使い易く、また、実行形式で開発状況を把握しながら進めることで、作業効率を高めることが可能です。

・  対話シナリオの移植性・拡張性が高い

　　　　　～追加・修正等のメンテナンス性が高い

・  対話シナリオは“コンセプトレベル”で記述するため汎用性が高い

　　　　　～『切符の予約』シナリオを作成すれば『番組予約』等へ容易に展開可能

・  言語理解部のデータは蓄積可能（ライブラリー化）

・  言語非依存で多言語対応が可能

・  スロットフィリングを活用することで、複数の入力条件（タスク）を受け入れるシナリオ設計が可能。

　（ex: ナビの目的地設定など）この機能により精度の高い検索エンジンとの機能連携を実現し、利便性の向上が可能。

・  ユーザーとの通信を維持しながら、複数テーマに対する有効な音声対話応答を実現（マルチスレッド機能）。

　より自然な対話シナリオ設計が可能。

・  認識・合成エンジンは、対話制御部分と独立しており、任意のエンジン採用が可能。

・  IDE は、言語理解・シナリオなどの編集機能にコンパイラー、デバッガー、テスター、辞書登録機能をAii in One に統合。

　 これらの機能を実行形式で使用することで、作成内容の確認をしながら作業を進められ、開発効率の向上が可能。

特徴

音声対話開発ツール「Dialog-Maker：DM-2」




